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Aus dem gerichtsarztlichen Institut der Okayama. Med. Fakultat.

Uber den Einfluss der Brennpetroleumzufuhr auf die Ausscheidung 

von Stickstoffen und anorganischen Substanzen 

im Harn von Kaninchen.

Von

Kwanji Momonoi.

Eingegangen am 14. Juli 1934.

Um den Einfluss der Brennpetroleum

zufuhr auf den Harnstickstoff, das 

Harnphosphor und das Harnkalzium zu 

untersuchen, wurde 1cc Brennpetroleum 

pro kg Korpergewicht an mehrere ge
sunde Kaninchen verabreicht und der 

Wert der genannten Substanzen, die 

andere Harnbeschaffenheit und der kli

nische. Verlauf vor und nach der Petro

leumzufuhr verglichen.

Die Ergebnisse konnen folgender

massen zusammengefasst werden:

1) Nach der Petroleumzufuhr zeigt 

der Gesamtstickstoff im Harn eine leichte

 Verminderung, der Harnsaurestickstoff 
eine wesentliche Vermehrung. Beim 

Harnphosphor und -Kalzium ist eine 
deutliche Zunahme bemerkbar. Diese 

Veranderungen kehren einige Tage nach 
der Petroleumzufuhr wieder zur Norm 

zuruck.

2) Wie schon Lewin (1888) beo

bachtet hat, trubt sich der Harn wahrend 

einiger Tage nach der Petroleumzufuhr 

stark; diese Trubung verschwindet zwar 

durch Erwarmung oder Alkalizufugung, 

erscheint aber wieder bei Abkuhlung 

resp. Saurezusatz. (Autoreferat)
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主要文獻

第1章　 緒 言

石油ハ古來,燈 料或ハ燃料 トシテ普ク使用

セラルル外,所 謂民間藥 トシテモ種 々ナル疾

病 ニ内 用或 ハ外 用 セ ラ レ,其 ノ固 ヨ リ無 害 ナ

ル ニ非 レバ,誤 用 ニ ヨ リ中毒 又 ハ死 ヲ來 シ,

或 ハ 自殺 又 ハ他 殺 ノ用 ニ供 セ ラ レタ ル コ ト尠

シ トセズ.斯 ル石 油 ハ 一般 ニ 知 ラ ル ル ガ 如

ク,原 油 ヲ蒸 餾 シ,蒸 餾 温 度 ノ、一 定 範 圍 ニ於

ケル モ ノ ヲ集 メタ ル モ ノ ニ シテ,原 油 ヨ リ蒸

餾 シテ得 ラル ル物 質 ハ石 油(燈 油, Brennpe

troleum)以 外 第1表 ニ列 記 セ ラル ル如 キ モ ノ

ナ リ(1).

第1表　 原 油 分 類 表

該 表 中,蒸 餾 温 度 竝 ニ比 重 ハ,各 測 定者 ニ

ヨ リテ多 少 ノ相 違 アル モ,吾 人 ニ石 油 トシテ

知 ラル ル モ ノハ 大 凡50-300℃ ノ間 ニ蒸 餾 シ

來 レル部 分 ノ液 質 ニ シテ,其 ノ原 産 地及 ビ精

製 ノ方 法 如 何 ニ ヨ リ,成 分 ニ多 少 ノ相違 ア ル

ヲ免 レズ比 重 ハ大 略0.76-0.86ノ 間 ニ存 シ,

其 ノ化 學 分 子 式 竝 ニ 構 造 式 ハ 明 カ ナ ラ ザ ル

モ,種 々 ノ脂 肪 族 炭 化水 素 化 合 物 ヨ リナ リ,

其 ノ主 要 ナ ル モ ノハ「メタ ン」旅(バ ラ フイ ン

系)炭 化 水 素(CnH2n+2).「 エ チ レン」族(オ

レフ イ ン系)炭 化 水素(CnH2n),「 テ レ ピ ン」

族 炭 化 水 素(CnH2n-4).芳 香 族 炭 化 水 素

(CnH2n-6).炭 素 ニ富 メ ル 其 ノ他 ノ炭 化 水

素 化合 物(CnH2n-8), (CnH2n-10)等 ナ リ.

本 邦 ニ於 テ新 潟 縣 ノ東 山,西 山及 ビ新 津 ニ

産 出 ス ル モ ノハ「ナ フテ ン」族 ニ屬 シ,頸 城 産

及 ビ魚 沼 産 ノ モノ ハ主 トシテ,芳 香 族 ノ高級

不 飽 和 脂 肪 酸 ヲ主 成 分 トスル 炭 化 水 素 化合 物
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ナ リ.

以 上 ノ外 ニ,酸 素 化 合 物 トシテ石 炭 酸,「 フ

エ ノ ー ル」類,樹 脂 質 ヲ,窒 素 化合 物 トシテ ハ

「ア ンモニ ヤ」,「 ビ リヂ ン」等 ヲ,硫 黄化 合 物

トシテ ハ遊 離硫 黄,硫 化 水素,「 アル キル」化

合 物 等 ヲ含 有 シ,其 ノ他 無機 物 トシテ ハ 「マ

ンガ ン」,石 灰,金,銀,銅,珪 素 等 ノ少 量 ヲ

含有 スル モ ノ ア リ(3).

斯 クノ如 ク,石 油 ノ成分 ハ 一定 ス ル トコロ

ナ キ故 ニ,之 ニ ヨツ テ起 ル中毒 症 状 モ亦 個體

的 差 異 ト相 俟 ツ テ一 定 セザ ル ガ如 シ.西 暦18

88年L. Lewin4)ハ17例 ノ石 油飮 用 者 ニ就 キ

觀 察 セル トコロ ヲ記 載 セル ガ,其 ノ 中,中 毒

ヲ來 セ ル14例 ハ最 低80cc,最 高700ccヲ 飮

用 シタル モ ノ ニ シテ,殘 リノ3例 ハ夫 々120,

 200, 400ccヲ 飮 用 シタ ル ニ拘 ラズ全 ク 中毒症

状 ヲ發 セザ リシ ヲ報 告 シ, Johanessen5)ハ2

歳 ノ小 兒 ガ石 油 ヲ牛 乳 ト誤 飮 シ,數 日 ノ後,

胃腸 障碍 ヲ發 シテ死 亡 シタ ル ヲ記 載 シ, Con

rads6)ハ 石 油 ニ ヨル小 兒 ノ 中毒 死 亡例 及 ビ中

毒例 ヲ報 告 シ, Hagenbach7), Elliott8), Nor

derling9), Bevill10)モ 亦 治癒 シタ ル石 油 中毒

例 ヲ, Seydel11), Duguet12), Joseph13),

 Telletar14), Friedeberg15),宇 都 宮16),桂 田17)

等 モ亦石 油飮 用 ニ基 ク 中毒 例 ヲ記 載 セ リ.

伊 東18)ハ 獨逸 衛 生 局 ヨ リ發 表 セルRost19)

ノ研 究 ヲ引 用 シ,石 油 ノ毒 性 ハ經 口的攝 取 ニ

於 テ ハ甚 ダ弱 ク,胃 腸 外 投 與 ニ於 テ ハ稍 々強

キ モ ノナ リ トシ, Biondis20)ハ 亞 米利 加産 ノ

石 油50-150ccヲ 家 兎 及 ビ犬 ニ經 口的 ニ投 與

シテ, 3乃 至7日 ノ後 死 亡 シタル ヲ 實 驗 シ,

 Ottolenglus21)ハ6ccヲ 犬 ニ與 ヘ タ ル ニ,數 日

後死 亡 セル ヲ認 メ, Rost19)ハ 犬 ニ亞 米利 加 産

及 ビ露 西 亞 産 石 油 ヲ 體 重1kgニ 就 キ2cc宛

ヲ經 口的 ニ 與 ヘ タ ル ニ 嘔 吐 ハ ナ カ リシガ,

 2cc以 上 ヲ與 ヘ タ ル時 ニ ハ 嘔 吐 ヲ發 スル モ ノ

アル ヲ認 メ, 120ccヲ 飮 用 セ シメ テ 嘔 吐 シタ

ル犬 ニ,更 ニ2週 間 ノ 後, 50, 75, 100及 ビ150cc

ノ石 油 ヲ各數 日 ノ間隔 ヲ以 テ投 與 シタル ニ何

等 ノ副 作 用 ヲ見 ザ リシガ,其 ノ後 更 ニ200cc

ヲ與 ヘタ ル ニ,流 涎,耳 垂,嘔 吐,下 痢 等 ヲ

來 シタ レ ド,吸 收 ニ ヨル 中毒 症 状 ハ之 無 カ リ

シ コ トヲ報 告 シ,最 近,石 田22)ハ豫 備 試 驗 ト

シテ 亞 米 利 加 産 ノ 石 油1, 2及 ビ5ccヲ 家 兎

ニ經 口的 ニ 與 ヘ タ ル ニ, 5ccヲ 投 與 セル 家 兎

ハ後 弓 反張 ノ如 キ痙 攣 樣 發 作 ヲ來 シテ2時 間

半 ノ後 死 亡 シ, 2ccヲ 投 與 シタ ル モ ノハ 歩行

困 難 ヲ來 シ, 1ccヲ 投 與 セル モ ノ ニハ 横 臥 及

ビ耳殻 ノ 「アチ ノ ー ゼ」 ヲ認 メタ ル ノ ミニ シ

テ, 3乃 至4時 間 後 ニ ハ元 氣 ヲ囘復 セ リ ト云 フ.

本 實驗 ヲ行 フ ニ先 ダ チ,余 ハ家 兎 ニ其 ノ體

重1kgニ 就 キ,本 邦 新 潟 産蝙 蝠 印 石 油 ノ1cc

ヲ經 口的 ニ與 ヘ タ ル ニ,何 等 異變 ヲ認 メザ ル

ノ ミナ ラズ,反 ツテ食 飼 ヲ漁 ル ガ如 ク,極 メ

テ活 〓 ナ ル ヲ 見 タ ル故 ニ, 4乃 至5日 間毎 日

10cc宛 ヲ與 ヘ タ ル ニ,其 ノ後 數 日ニ シテ死 亡

セ リ.

H. Meyer23), Sollmann24)等 ハ石 油 ノ藥 理

作 用 ヲ其 ノ類 脂 體 溶 解 性 ニ基 因 スル モノ ナ リ

トシ,之 ヲ外 用 ス レバ 局 所 的 ニ ハ刺 戟 作 用 ヲ

表 ハ シ.内 用 ス レバ 胃腸 粘 膜 ヲ多 少刺 戟 スル

モ ノナ ル ガ,其 ノ作 用 ハ石 油 ノ種 類,分 量,

攝 取 方法,個 體 ノ感 受性 等 ニ ヨ リ一様 ナ ラズ

トセ リ.殊 ニ近 年 巷 間 ニ於 テ石 油 ヲ結 核 性疾

患者 ニ 飮 用 セ シ ムル 傾 向 ア リ.已 ニ1931年

Karirukstis25), 26), 27), 28), 29)ハ 結 核 性疾 患,
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即 チ肺 結 核,結 核 性關 節炎,頸 腺 腫,瘻 管,

狼 瘡,氣 管 支 炎 等,其 ノ他,喘 息,麻 痺 狂,

〓,癰,膀 胱 炎,子 宮 附屬 器 炎 症 等 ニ 「ベ ン

チ ノー ル」(Benzinol, Benzinノ3%「 オ レー

フ」油 溶 液)或 ハ炭 化 水 素 化合 物 ノ適 量 注 射 ヲ

推 奨 セ ル ガ.其 ノ過 量 ハ發 熱,病 状 増 惡,體

重 減 少等 ヲ來 ス コ トアル ヲ以 テ其 ノ投 與 方法

ニ多 大 ノ注 意 ヲ喚 起 シタ リ.

斯 ク古 來 今 日 ニ至 ル マデ巷 間 藥 用 トセ ラル

ル石 油 ガ,生 體 特 ニ其 ノ新 陳 代 謝 ニ對 シ及 ボ

ス作 用 或 ハ影 響 ニ關 シテ ハ其 ノ研 究 ナ キ ニ ア

ラ ネ ド,尚 ホ末 ダ其 ノ不 明 ナ ル點 少 カ ラズ.最

近,石 田22)ハ家 兎 ニ亞 米 利 加 産 石 油 ヲ皮 下 ニ

注 射 シ,或 ハ經 口的 ニ投 與 シ.其 ノ血 清 石灰 量

ノ一 時 的 増 加 ヲ,森30)ハ 同 ジク皮 下 注射 ニ ヨ

リ家 兎血 糖 ノ 一般 ニ低 下 スル ヲ實驗 シタ リ.

近 年 我 ガ國 各 地 ニ於 テ石 油 ヲ肺 結 核 或 ハ喘

息 等 ノ特 效 藥 ナル ガ如 ク思 惟 シ,中 ニ ハ醫 師

ニ シテ其 ノ效 用 ヲ説 ク人 ア リ.伊 東18)ハ 國 民

保 健 上 等 閑 ニ附 ス ル能 ハザ ル モ ノ ア リ トナ

シ,衛 生 試驗 所 彙 報 上 ニ長 野 縣,山 梨 縣 及 ビ

神 奈 川縣 ニ於 テ肺 結 核 患 者 ニ石 油 ノ飮 用 セ ラ

レツ ツ ア ル事實 ヲ指 摘 シ,有 識 者 ノ注 意 ヲ促

セ リ.

余 モ亦 茲 ニ觀 ル所 ア リ.石 油 ガ結 核 性疾 患、

殊 ニ肺 結 核 ニ治 癒 的 效 果 ヲ及 ボ ス ヤ否 ヤハ 暫

ク措 キ,其 ノ諸 種 新 陳 代 謝 上 ニ與 フル影 響 ノ

未 ダ不 明 ナ ル部 分 ヲ窺 ハ ン ト欲 シ,先 ヅ窒 素

新 陳 代 謝 及 ビ尿 中石 灰 竝 ニ燐 量 ニ與 フル石 油

ノ影響 ヲ實驗 的 ニ研 究 セ ン コ トヲ企 テ タ リ.

第2章　 實 驗 方 法

健康 ナル成熟家兎 ヲ選 ビ,先 ヅ實驗 ヲ始ムル約

1週 間前 ヨ リ一定 ノ食餌,即 チ乾燥 セ ル雪 花 菜

50g,新 鮮 ナル玉 野菜50g及 ビ120ccノ 水 ヲ與 ヘ

テ之 ニ慣 レシメ,毎 朝食事前 ニ採尿 シ,其 ノ間排

出 スル尿ハ4%鹽 酸30ccヲ 盛 リタル 容器中 ニ受

ケ,斯 クテ容器中 ニ潴溜 シ タル尿及 ビ膀胱 ヨ リ採

取 シタル 尿 ヲ合 シテ24時 間 ノ 尿 トナ シ,更 ニ之

ニ採尿後 ノ膀胱洗滌水 ヲ合 シテ一定量 トナシ,該

尿液 ニ就 キ先ヅ尿總窒素量 ヲ定量 シ,其 ノ量 ノ略

ボ一定 シテ 日々 ノ動搖 少 クナル ニ及 ビ更 ニ數 日間

尿素窒素,「 ア ンモ ニヤ」窒素,尿 酸窒素,燐 及 ビ

石灰 ヲ定 量 シ,之 等 ノ動搖 モ亦少 クナル ニ至 リ,

體 重1kgニ 就 キ1ccノ 石油(新 潟産蝙蝠印石油)

ヲ經 口的 ニ投與 シ,引 續 キ尿 中上記各物質 ノ量 ヲ

測定 シタ リ.

總窒素量ハKjeldahl氏 法,尿 素窒素ハUrea

semethode,「 ア ンモ ニヤ」窒素ハKruger-Reich

氏法,尿酸窒素 ハVan Slyke氏 法,燐 ハNeumann

氏法,石 灰ハ一般 灰化法ニ ヨ リテ一定 量 ノ尿 ヲ灰

化 シタル後,稀 鹽酸 ニ溶解 シ,蓚 酸安門 ヲ加 ヘテ

生 ジ タル蓚酸石灰 ノ沈 澱ヲ硫酸 ニ溶解 シ, N/10定

規過満俺酸加里液 ヲ以 テ點滴測定 セ リ.斯 クテ實

驗 中動物 ノ體重,尿 量,尿 比重,尿 反應及 ビ尿中

蛋白竝 ニ糖 ノ有無 ヲ檢 シタ リ.

第3章　 實 驗 成 績 及 ビ考 察

先 ヅ石 油 投與 ノ前 後 ニ於 テ,尿 中 ノ窒 素配

分 竝 ニ其 ノ他 ノ所 見 ニ變 化 ヲ來 ス ヤ否 ヤ,若

シ來 ス トセ バ,兩 者 ノ間 ニ如 何 ナ ル差 異 ア リ

ヤヲ, 6匹 ノ家 兎 ニ就 キ觀 察 シタ リ.

即 チ夫 等 ノ實 驗 成 績 ハ第1乃 至 第6表 ニ示

サ レタ ル如 ク ニ シテ,石 油 ヲ家 兎 ニ投 與 セ ル

後 ニ 於 テ,體 重,尿 量,尿 比 重 ハ投 與 前 ト變

リナ ク,尿 反應 ハ「アル カ リ」性 ヨ リ酸 性 ニ轉

ジ,尿 ハ甚 ダ シク溷 濁 シテ石 油 臭 ヲ有 シ,此
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溷 濁 ハ加 温 或 ハ苛 性曹 達 ニ テ「アル カ リ」性 ト

セバ 消 失 シ,冷 却 又 ハ酸 性 ニ於 テ再 ビ現 出 シ,

「エ ー テル」ヲ以 テ振 盪 セバ之 ニ移 行 シテ尿 ハ

清 澄 トナ ル.家 兎 ハ殆 ド正 常 ニ シテ外 見上 中

毒症 状 ト思 惟 セ ラル ル モ ノナ ク,下 痢 ヲ來 サ

ズ,食 慾 ハ殆 ド常 ノ如 シ.

尿 總窒 素量 ハ各 例 ニ於 テ石 油投 與 後 一 兩 日

間 ハ僅 ニ減 少 シ,尿 「ア ンモ ニ ヤ」窒 素(總 窒

素 量 ニ對 スル 百分 率)ハ 一 般 ニ動 搖 ノ大 ナ ル

モ ノナ ル ガ,本 實 驗 ニ於 テ モ家 兎番 號1乃 至

4ノ 「ア ンモ ニ ア」窒 素 ハ甚 ダ シキ 動 搖 ヲ表 ハ

シ,且 石 油投 與 ニ ヨ リテ僅 カ ニ減 少 スル傾 向

ヲ示 セ ドモ,家 兎番 號5及 ビ6ニ 於 テ ハ斯 ル

傾 向 ヲ認 メ シメ ズ.サ レバ 上 記 家 兎1乃 至4

ニ於 ケル 尿「ア ンモ ニ ヤ」窒 素 量 ノ低 下 ハ,其

ノ原 因 ヲ直 ニ石 油 ニ 求 ム ル コ ト能 ハザ ル モ ノ

ナ リ.

按 ズル ニ家 兎1乃 至4號 ノ實 驗 中恰 モ石 油

投 與 後 ニ於 テ氣 温 ハ 頓 ニ降下 シ,之 ト略 ボ一

致 シテ「ア ンモ ニ ヤ」窒 素 ノ減 少 ヲ示 シ,反 之

實驗 中氣 温 ノ低 下 ヲ見 ザ リシ家 兎5及 ビ6號

ノ「ア ンモ ニ ヤ」窒 素 ニ ハ減 少 ノ傾 向 少 シモ認

メ ラ レズ.一 般 ニ夏 期 ノ尿 ニ ハ「ア ンモ ニ ヤ」

ノ多量 ナ ル ニ鑑 ミ,上 記「ア ンモ ニ ヤ」ノ減 少

ハ石 油 ノ爲 ニ ア ラズ シテ氣 温 降下 ノ影 響 ト見

ル ベ キ モ ノナ ル ベ シ(第1乃 至 第6表 ノ氣 温

参 照).

尿 素 窒 素 及 ビ「ア ミノ」窒素 ノ量(總 窒 素 ニ

對 ス ル百分 率)ハ 石 油投 與 ノ前 後 ニ於 テ殆 ド

差 異 ヲ認 メ ズ.唯 尿酸 窒 素 ハ 投 與 後2乃 至4

日間 絶 對 量竝 ニ百分 率含 有 量 共 ニ明 カ ニ増 加

ヲ示 シ,其 ノ後 正常 ニ復 ス.即 チ石 油投 與 ノ

前 後3日 間 ニ於 ケル 尿酸 ノ百 分 率 含 有 量 ノ平

均 ヲ比 較 ス ル ニ,家 兎第1號 ハ,前0.126%

ニ對 シ後0.156%,家 兎2號 ハ前0.150%ニ

對 シ後0.177%,第3號 家 兎 ハ前0.133%ニ

對 シ後0.163%,第4號 家 兎 ハ前0.140%ニ

對 シ後0.177%ニ シテ確 實 ニ増 加 セル ヲ認 ム

ベ シ.此 尿 中尿 酸 ノ増 加 ガ石 油 投 與 後 ノ尿 溷

濁 ニ少 ク トモ 一部 的 關 係 ヲ有 ス ルモ ノナ ラ ン

トノ推 測 ハ,已 記 ノ如 ク,該 溷 濁 ガ 加 熱 或 ハ

「アル カ リ」滷 汁 注 加 ニ ヨ リテ消 失 シ,冷 却或

ハ酸 注 加 ニ ヨ リテ再 ビ現 出 スル所 見 ニ多 少 ノ

根 據 ヲ見 出 ス モ ノナ ル ガ, Lewin4)ハ 之 ヲ樹

脂 様 物 質 ナ リ ト推 セル以 外 ニ石 油 投 與 後 ノ尿

溷濁 ニ關 ス ル詳 細 ナ ル研 究 ハ余 ノ寡 聞 未 ダ之

ヲ知 ラズ.余 等 ハ更 ニ其 ノ本 態 ヲ明 カ ニ スベ

ク實 驗 ヲ續 ケ ツ ツアル モ未 ダ茲 ニ報 告 ス ル ノ

域 ニ至 ラズ,サ レバ 該 溷濁 ノ原 因 ガ一 部 ハ尿

酸 増 加 ニ基 ク モ ノナ ラズ ヤ トノ疑 問 ヲ記 ス ニ

止 ム.

次 ニ尿 中 ノ石 灰 及 ビ燐 量 ハ,石 油 投 與 後 若

干 日間 ハ,投 與 前 ヨ リ モ 著 明 ニ 兩 者 共 減 少

シ,其 ノ後 バ一 時 反 ツテ投 與前 ヨ リモ増 加 シ

テ正 常 ニ 復 ス.

以上3物 質 即 チ尿 中 ニ於 ケル 尿酸,燐 酸 及

ビ石 灰 ガ石 油投 與 後 ニ増 減 ヲ表 ス機 轉 ニ關 シ

テハ 更 ニ石 油投 與 實 驗 ニ於 テ尿「ブ リン」體 竝

ニ「ア ラ ン トイ ン」ノ定 量,體 内 特 ニ肝臟 ニ於

クル「ブ リ ン」代 謝 ノ研 究,糞 便 中竝 ニ血 中燐

酸 及 ビ石 灰 ノ定 量 等 ノ成績 ト相 俟 ツ テ論 議 セ

ラ ル ベ キナ リ.サ レバ 本 實 驗 ニ於 テ ハ唯 石 油

投 與 ガ尿 中若 干 物 質 ノ量 ニ及 ボ ス影 響 ヲ記述

ス ル ニ止 メ,機 轉 ニ關 シテ ハ後 日爾 餘 ノ研 究

終 了 ヲ俟 チ テ發 表 セ ラル ベ シ.
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1884 桃 井 寛 次

第4章　 結 論

1.本 研 究 ハ正 常 家 兎 ニ石 油 ノ少 量(體 重

1kg 1cc)ヲ 與 ヘ テ 總 窒 素,「 ア ンモ ニ ヤ」窒

素,尿 素窒 素.「 ア ミノ」窒 素,尿 酸 窒 素,石

灰 及 ビ燐 ヲ定 量 シ,一 般 尿性 状及 ビ家 兎 ノ一

般症 状 ヲ觀 察 シタ ル モ ノナ リ.

2.石 油投 與 ニ ヨ リテ尿 中總 窒 素 ハ僅 ニ減

少 シ,尿 酸 窒 素 ハ明 カニ増 加 シ,燐 竝 ニ石 灰

ハ著 シク減 少 スル モ數 日ノ後 ニ ハ何 レモ全 ク

正 常 ニ復歸 ス.

3.石 油投 與 後 兩3日 間 ハLewinノ 認 メ

タ ル如 ク,尿 ハ著 シク溷 濁 シ,此 溷 濁 ハ加 温

或 ハ「アル カ リ」滷 汁 注 加 ニ ヨ リテ 消 失 ス ル

モ,冷 却 或 ハ酸 注 加 ニ ヨ リテ再 ビ現 出 ス.

4.家 兎 ノ體 重1kgニ 就 キ1ccノ 割 ニ石

油(日 本産 蝙 蝠 印石 油)ヲ 與 フル ニ,該 動 物 ニ

ハ殆 ド中 毒症 状 ヲ來 サ ズ.
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第1表　 家 兎 第1號

第2表　 家 兎 第2號

155



1886 桃 井 寛 次

第3表　 家 兎 第3號

第4表　 家 兎 第4號
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第5表　 家 兎 第5號

第6表　 家 兎 第6號
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1888 桃 井 寛 次

第7表　 家 兎 第7號

第8表　 家 兎 第8號
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第9表　 家 兎 第9號
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